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について、その特徴と種類、分析方法を述べている。第 4 章では本研究の調査として実施した E タンデム・プロ
ジェクトについて解説している。第 5 章では、第 2 章で述べたタンデム学習および第二言語学習の動機づけの先
行研究の知見をふまえ、問題の所在を明確にし、本研究の目的と、リサーチ・クエスチョンを提示し、研究デザ
インを示している。第 6 章から第 8 章は、それぞれ１組のペアのケース内分析で、それぞれの学習者の動機がな
ぜどのように変化したかを記述している。第 9 章のケース間分析では、ケース内分析の結果をふまえて３つのケ
ースの比較を行い、タンデム学習が続かなくなる原因を検討している。第 10 章では、ケース内分析、ケース間分
析の結果を総合し、Eタンデムが続くかどうかを左右する要因についての結論が述べられ、提言と今後の課題が示
されている。 
 
 
【論文審査の結果の要旨】 
本論文は E タンデムという、新しい外国語学習の方法をとりあげ、どのような要因が、学習の継続を阻害する
のかについて明らかにしている。インターネットの普及により、外国語学習の機会は劇的に拡大したが、その反
面、教師も学習者もそれをうまく利用できないという問題も、指摘されている。E タンデムにおいても、授業の一
環としてタンデム学習を組織する教師の多くが、タンデム学習を継続させることの難しさを経験していることが
報告されている。そのような中で、膨大なデータを緻密に分析し、６名の大学生の心の動きを捉えようとした、
この研究は、タンデム学習を組織する教師に多くの示唆を与えてくれる。これは、タンデム学習が始まり、現在
まで広く実践されているヨーロッパの外国語教育研究の中でも、学問的にも実践的にも価値のある研究であり、
タンデム学習がまだほとんど行われていない日本語教育では、非常に斬新な研究であると言える。 
従来のタンデム学習の研究のデータは、チャットのログのみ、あるいはインタビューやアンケートのみという
ものが多く、タンデム学習という場を包括的に記述するものがほとんどなかった。本研究は、調査期間は５週間
という短い間であるが、その前後を含めて、多様で膨大なデータを収集して丁寧に分析し、「タンデム学習の場で
起きたこと」、「それを取り巻く学習者の生活の中で起きていたこと」そして、「学習者の気持ち」を関連づけて、
記述した点も評価できる。 
しかし、本研究に弱点がないわけではない。その一つは、インターネット電話による会話の文字化が一部でし
か紹介されていないことである。学習者たちはインタビューで、インターネット電話での会話がやる気を高めた
と話しており、インターネット電話の会話自体の分析を行うことで、タンデム学習の場で起きることと、動機の
変化の関係をより説得力をもって示せたのではないかと思われる。また、第９章のケース間分析が、本研究の中
で観察された、「続かない」という現象（パートナーとの連絡を断つ、パートナーとは定期的に連絡をとっている
が、外国語の学習はしていない、e メールを書くのをやめてインターネット電話だけを使う）だけに焦点をあて、
動機づけのメカニズム全体に言及していないことも惜しまれる。さらに、タンデム学習の重要な原則の一つであ
る学習者オートノミーに関して体系的な言及がなく、学習者オートノミーと動機づけとの関係について、データ
の考察において十分な議論がなされていないこと、外国語教育研究という学問領域全体の中での本研究の位置づ
けが明確に示されていないことも残念である。しかし、これらの弱点は本論文の博士論文としての価値を減じる
ものではない。よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
